
































































































































































































































































































































































































げつ  じ  
次で追跡可能な，介護ビッグデータ
の本丸といえるようなものです。このデータ
は，安倍政権の政策諮問機関である「未来投
資会議」などでも，これからの時代に必要な
「科学的」医療・介護政策を実施するための
メインツールとして扱われ，2015年から広く
研究者に提供されるようになったものです。
レセプトデータの活用事例はまだ少ないので
すが，この研究はそのうちでも最も初期のも
のです。このように，使えるデータ自体が拡
大していく状況で，常に同時代の社会状況に
目を光らせながら興味深い話題を選択するこ
とができるという点が，経済分析のスリリン
グな魅力の一つかと思います。
おわりに
介護に関わる課題は上記２つに限られるも
のではなく，筆者自身これまでさまざまな研
究をしてきましたし，現在も研究領域の拡張
を続けています。個人的に心がけている点は，
常に現場の多様な声を聞くことです。机の上
で作られた理論は，数学的に正しくとも，実
はまったく現場では役に立たないことがあり
ます。また，介護は日本中で起こっている課
題であり，発生する問題の背後には，多様な
地域間格差が見られることがあります。この
ような状況で，自分の身の回りで話題となる
ような東京周辺の課題だけを見ていては，社
会問題としての全貌をとらえることができま
せん。この点を補完するため，日本各地のさ
まざまな現場の方に，貴重なお時間を借りて
ヒアリングをさせていただきました。
さらに最近では，日本と同様に介護保険制
度を採用しているドイツとの間で国際比較を
行うため，ドレスデン工科大学のアレクサン
ダー・カーマン教授との共同研究も行ってい
ます（写真）。ドイツの介護保険制度には，
日本には認められていない家族への現金給付
があるなどの特徴があります。こうした制度
的違いがどのような結果を生んでいるのかを
分析することで，両国の制度の良い点・悪い
点を抽出していこうというのが，共同研究の
目的です。ドイツ以外の国でも介護は共通課
題であり，今後もより国際的ネットワークを
広めていきたいと考えています。
このように，学会以外の理由で各地を飛び
回る必要がある（旅行好きの筆者にとっては
「飛び回ることができる」）という点も，文系
要素のつよい経済学という分野の特徴といえ
ると思います。このような文系的な関心を持
ってはいるけれど，理系的に頑健なツールを
使いたいという欲求も同時に持っているよう
な学生の皆さんが，経済学に関心を持ってく
れれば幸いです。
最後に宣伝となってしまいますが，2017年
内にはこれまでの筆者の研究をまとめた和書
が有斐閣から出版されます（中村二朗・宮澤
健介両氏との共著『介護の経済学（仮題）』）。
本稿を読んで興味を持たれた方は，目を通し
ていただければ，この分野の多様な広がりを
認識していただけるのではないかと思います。
写真　ドレスデン工科大学カーマン教授と著者（右）
ザクセン・スイス地方にて
